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一　

生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
三
つ
の
光
」

和
歌
山
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
一
〇
年
四

月
に
文
部
省
（
当
時
）
の
省
令
施
設
か
つ
全
学
的
な
地
域
生
涯
学
習

の
拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
大
学
の
知
的
財
産
を
活
用
し
て
地
域

づ
く
り
を
担
う
人
づ
く
り
を
支
援
す
る
地
域
連
携
の
受
発
信
基
地
で

あ
る
。

地
域
に
は
無
数
の
課
題
が
あ
り
、
地
域
や
市
民
は
そ
れ
を
解
決
す

る
共
同
学
習
と
大
学
の
支
援
を
求
め
て
い
る
。
本
セ
ン
タ
ー
は
、
事

業
部
門
・
調
査
研
究
部
門
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
門
を
骨
格
と
す
る
三

つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
、
県
内
の
み
な
ら
ず
広
く
全
国
へ
地
域
連

携
研
究
と
実
践
の
光
を
放
ち
続
け
て
き
た
。

①�
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
鋭
敏
な
セ
ン
サ
ー
で
キ
ャ
ッ
チ
し
、

学
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け

て
の
市
民
の
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
。

②�

地
域
課
題
の
解
決
を
め
ざ
す
自
治
体
・
教
育
委
員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

と
協
働
し
て
、
本
学
の
知
的
財
産
を
活
用
し
、
地
域
発
展
に
寄
与

高
校
・
大
学
・
地
域
の
連
携
に
よ
る

「
つ
な
が
り
の
教
育
力
」
の
形
成

　
　
　

～
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
・「
ま
な
び
の
郷
」
の
歩
み
と
大
学
の
役
割
～

堀
内　

秀
雄

（
和
歌
山
大
学
理
事
（
地
域
自
治
体
連
携
担
当
）・
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

●
事
　
例
●
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す
る
生
涯
学
習
事
業
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
う
。

③�
こ
れ
ら
を
基
盤
と
し
て
、
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
理
論
に
関
す

る
実
証
的
研
究
及
び
地
域
生
涯
学
習
を
発
展
さ
せ
る
基
礎
的
研
究

等
の
成
果
を
、
県
内
・
全
国
に
情
報
受
発
信
す
る
。

二　

土
曜
講
座
か
ら
高
大
地
域
連
携
へ

市
街
地
に
立
地
す
る
本
セ
ン
タ
ー
発
の
高
大
連
携
は
、
ス
タ
ー
ト

か
ら
高
大
地
域
連
携
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
平
成
一
三
年
に
県
教
育
委

員
会
と
の
協
定
に
基
づ
き
、「
土
曜
講
座
」（
毎
月
第
一
土
曜
日
に
開

講
、
一
般
市
民
約
一
〇
〇
名
受
講
）
へ
高
校
生
の
受
講
を
受
け
入
れ

た
（
高
校
の
単
位
認
定
あ
り
）。
県
内
の
高
校
、
と
り
わ
け
定
時
制
・

通
信
制
で
学
ぶ
高
校
生
た
ち
が
地
域
住
民
と
と
も
に
共
同
学
習
す
る

こ
と
に
よ
り
得
る
知
見
は
、
高
校
教
育
で
は
獲
得
で
き
な
い
。
そ
れ

は
、
高
大
連
携
の
枠
を
超
え
た
世
代
間
交
流
学
習
、
地
域
学
習
に
よ

る
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い
る
。

本
セ
ン
タ
ー
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
高
大
連
携
を
高
大
地
域
連
携
に

バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
さ
せ
て
こ
そ
輝
く
。
同
年
一
一
月
に
、
本
セ

ン
タ
ー
研
修
員
（
高
校
教
員
）
の
企
画
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
魅

力
あ
る
高
校
づ
く
り
と
大
学
の
連
携
」
を
開
催
し
た
時
の
こ
と
で
あ

る
。
終
了
後
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
で
あ
っ
た
県
立
粉
河
高
等
学

校
長
の
山
口
裕
市
氏
（
現
、
和
歌
山
県
教
育
長
）
か
ら
、
本
セ
ン
タ

ー
と
の
連
携
に
つ
い
て
相
談
と
要
請
が
あ
っ
た
。

三　

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
・「
ま
な
び
の
郷
」
の
構
造
図

高
大
地
域
連
携
の
試
み
は
、平
成
一
四
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。「
ほ

ん
も
の
の
学
び
を
体
験
さ
せ
た
い
」
と
い
う
粉
河
高
校
サ
イ
ド
の
思

い
は
、
和
歌
山
大
学
と
の
連
携
か
ら
学
校
の
枠
を
超
え
た
地
域
づ
く

り
共
同
学
習
の
場
へ
と
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
当
初

は
、
四
つ
の
地
域
公
開
講
座
（
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
学
習
、
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
人
間
理
解
の
心
理
学
）
を
開
講
し
た
。
参
画
す
る
大

学
ス
タ
ッ
フ
は
、
教
育
学
部
、
経
済
学
部
、
シ
ス
テ
ム
工
学
部
、
本

セ
ン
タ
ー
と
全
学
的
協
力
を
得
た
。
翌
一
五
年
度
に
は
、
自
然
科
学

入
門
に
あ
た
る
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
を
加
え
、
講
座
か

ら
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に
移
行
す
る
と
と
も
に
、
自
由
に
学
べ

る
公
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
併
置
し
た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
学
習
と
現
地
調
査
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
必

須
条
件
と
し
た
。
高
校
（
生
徒
・
教
員
）、
大
学
（
学
生
・
院
生
・

研
究
者
）、
地
域
（
商
工
会
、
行
政
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ
、
同
窓
生

な
ど
）
が
、小
集
団
で
の
地
域
づ
く
り
共
同
学
習
を
展
開
し
始
め
た
。

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
の
高
大
地
域
連
携
に
は
、三
つ
の
支
柱
が
存
在
す
る
。
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粉河高校の取組から

学校の課題解決
の模索

生徒を主人公に
育てる取組

地域の信頼回復「ほんものの学び」づくり
学科・カリキュラム

の改編

大学との連携

学校の枠を超えた地域共同学習の場

KOKÔ塾「まなびの郷」

図 1

ＫＯＫÔ塾「まなびの郷」とは？

高・大連携

地域と共に

主体的な学び

Ｈ14年度  （試行）

４つのテーマでの
地域公開特別講座

Ｈ15年度  （本格実施）

５つのテーマでの
地域一体型ワークショップ

ワークショップ 公開プログラム

継続型学習 フィールドワーク

公 開 講 座

町づくり 環 境
情報ネットワーク 心 理 学
ｴﾝｼﾞｮｲ･ｻｲｴﾝｽ

和大の協力による
魅力ある講師陣

世代・職業・分野を
超えた共同学習

ワーキング・グループでの
主体的な学びの創造

図 2
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第
一
は
、
粉
河
高
校
と
和
歌
山
大
学
と
の
個
別
的
高
大
連
携
。
第
二

は
、
地
域
住
民
の
積
極
的
参
画
。
年
齢
・
分
野
・
業
種
を
超
え
た
地

域
づ
く
り
共
同
学
習
こ
そ
、高
大
地
域
連
携
の
核
と
な
る
。
第
三
は
、

ほ
ん
も
の
の
学
び
、主
体
的
な
学
び
の
創
造
で
あ
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
へ
の
展
開
は
、
学
び
の
文
化
性
を
豊
か
に
し
、
地
域
の
教

育
力
・
つ
な
が
り
力
を
高
め
つ
つ
あ
る
。

こ
こ
で
、
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
「
ま
な
び
の
郷
」
の
実
際
を
理
解
い
た
だ

く
た
め
に
、
五
年
間
の
歩
み
と
課
題
を
概
観
し
た
私
の
総
括
を
、

二
〇
〇
七
年
度
の
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
「
ま
な
び
の
郷
」
報
告
書
よ
り
紹
介

し
て
お
こ
う
。

「 

Ｋ 

Ｏ 

Ｋ 

Ｏ 

塾 

は 

、 

不 

滅 

な 

り 
」

～ 

人
が
育
ち
あ
う
地
域
づ
く
り
学
習
へ 
～

ま
な
び
の
郷
・
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
の
五
年
目
が
終
わ
る
。
こ
の
春
は
、

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
に
つ
な
が
り
、
支
え
て
い
た
だ
い
た
人
間
模
様
に
大
き

な
変
化
が
起
こ
っ
た
。
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
「
事
件
」
を
綴
る
と
、
六

年
目
は
嵐
の
予
感
さ
え
し
て
く
る
。

１�　

ま
ず
、
一
緒
に
学
び
歩
ん
だ
三
年
生
が
卒
業
し
た
こ
と
だ
。
こ

れ
は
、
時
の
流
れ
、
高
校
生
の
宿
命
発
展
系
だ
が
、
私
に
は
思
い

出
深
い
。
男
子
生
徒
で
は
エ
ン
タ
ー
テ
ー
ナ
ー
・
加
藤
君
や
ム
ー

ド
メ
ー
カ
ー
・
坂
下
・
曽
根
君
た
ち
。
女
子
生
徒
で
は
し
っ
か
り

お
姉
さ
ん
の
村
上
さ
ん
、
生
徒
会
役
員
と
両
立
し
た
牧
野
さ
ん
、

福
祉
マ
ッ
プ
で
活
躍
し
た
中
山
・
植
村
さ
ん
た
ち
。
こ
れ
ら
の
高

校
生
は
、
一
年
生
の
と
き
か
ら
熱
心
に
参
画
し
て
く
れ
た
。

粉
河
高
校
と
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
で
育
ち
、
共
に
卒
業
し
て
大
学
や
社

会
に
巣
立
っ
た
諸
君
に
と
っ
て
、
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
と
の
出
会
い
で
何

を
得
た
だ
ろ
う
か
。

２�　

サ
プ
ラ
イ
ズ
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
生
み
の
親
の
一
人
で
あ
る
前
校

長
の
山
口
裕
市
先
生
が
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
の
教
育
長
に
就
任

さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。「
出
会
い
」
か
ら
「
つ
な
が
り
」
へ
。

「
学
び
」
を
変
え
、
学
校
を
変
え
、
地
域
を
変
え
る
。
求
道
者
の

よ
う
な
先
生
の
思
い
は
、
今
も
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
の
底
流
に
流
れ
て
い

る
。
運
命
の
い
た
ず
ら
か
、
つ
な
が
り
は
尽
き
な
い
と
思
う
。

先
生
は
校
長
の
職
を
辞
し
て
か
ら
も
、
一
人
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
控
え
め
に
出
席
さ
れ
、
暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
。
和
歌

山
の
教
育
界
に
山
積
す
る
課
題
に
立
ち
向
か
わ
れ
る
先
生
へ
エ
ー

ル
を
贈
る
た
め
に
も
、
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
は
帆
を
高
く
上
げ
て
航
海
を

続
け
よ
う
。

３�　

も
っ
と
深
刻
な
こ
と
は
、
粉
河
高
校
教
員
ス
タ
ッ
フ
の
人
事
異

動
で
あ
る
。
来
る
べ
き
と
き
が
来
た
の
か
。
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
と
高
校

の
事
務
局
、
架
け
橋
と
し
て
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
瀬
岡
先
生
、
土
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橋
先
生
、
西
條
先
生
、
そ
し
て
井
上
教
頭
先
生
ま
で
が
転
任
さ
れ

た
。よ

く
も
ま
と
め
て
「
異
動
」
さ
せ
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
Ｋ

Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
の
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
の
時
期
に
お
い
て
。
し
か

し
、
嵐
は
木
を
鍛
え
る
。
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
だ
。
も
は
や
、
Ｋ

Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
は
高
校
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
共
通
の
財
産
だ
。
大

学
と
地
域
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で
育
ん
で
き
た
地
域
づ
く
り
の
共

同
学
習
は
、現
代
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
寺
子
屋
な
の
で
あ
る
。

引
き
継
が
れ
る
加
藤
先
生
た
ち
を
大
学
・
地
域
が
共
同
運
営
主
体

と
し
て
盛
り
立
て
る
仕
組
み
を
再
構
築
し
た
い
。
特
に
、
粉
河
高

校
自
身
に
と
っ
て
の
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
と
は
何
か
、
が
問
わ
れ
よ
う
。

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
は
ひ
と
つ
の
時
代
を
終
え
た
。
流
れ
の
速
い
時
代
に

五
年
は
一
区
切
り
で
あ
る
。
発
足
し
た
と
き
の
高
校
一
年
生
は
二
十

歳
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
新
し
い
年
に
初
め
て
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
に

参
画
す
る
人
た
ち
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
継
続
す
る
人
た
ち
に
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
再
確
認
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
よ
う
な
危
機
感
も
肌
に
感
じ
て
、
私
は
昨
年
度
の
寄
稿
で
共

有
の
「
足
跡
」
を
ま
と
め
て
お
い
た
の
で
、
改
め
て
再
掲
し
て
お
き

た
い
。

①
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
、
伏
線
・
前
史
の
年
。

和
歌
山
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
村
崎
研
修
員
企
画

―
高
校
教
育
を
考
え
る
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
シ
ン
ポ
21
」
を
開
催
す
る
。

こ
れ
を
契
機
に
、山
口
校
長
か
ら
私
へ
相
談
の
申
し
出
が
行
わ
れ
る
。

粉
河
高
校
と
和
歌
山
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
個
別
連

携
を
切
り
口
と
す
る
。
こ
こ
か
ら
高
・
大
・
地
域
連
携
の
企
画
検
討

に
入
る
。

②
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
度
、
試
行
・
出
発
の
年
。

粉
河
高
校
を
「
場
」、和
歌
山
大
学
教
員
が
「
講
師
」、住
民
も
「
参

加
」
す
る
「
地
域
」
公
開
講
座
と
し
て
四
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

③
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
度
、「
原
型
」
の
基
盤
づ
く
り
の
年
。

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
方
式
の
「
小
集
団
」
か
つ
「
参
加
体
験

学
習
」
を
採
用
す
る
。
そ
の
基
本
構
成
（
高
校
生
、
大
学
生
・
院
生
、

地
域
住
民
、
地
域
機
関
―
町
役
場
・
社
協
・
商
工
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
，
高

校
教
員
、
大
学
教
員
）
が
形
成
さ
れ
る
。
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
研
究
発
表
会
）
を
開
催
し
、
地
域
内
外
へ
公
開
す
る
。
山
口
校

長
と
私
が
共
同
で
日
本
社
会
教
育
学
会
に
お
い
て
研
究
発
表
を
行

う
。
先
進
地
域
視
察
（
長
浜
市
）
を
企
画
実
施
す
る
。

④�
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
度
、
先
進
モ
デ
ル
と
し
て
理
論
化
さ

れ
、「
原
型
」
が
定
着
し
た
年
。

前
年
度
の
「
原
型
」
が
定
着
す
る
。
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
の
事
務
局
が
安

定
し
、
高
校
教
員
の
自
主
的
参
画
が
拡
大
す
る
。
高
校
文
化
祭
に
本
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格
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
大
学
生
・
院
生
の
サ
ポ
ー
ト
効
果
が
顕
在
化
し

た
。
上
記
学
会
で
の
共
同
研
究
発
表
を
継
続
す
る
。　
　

県
教
育
委
員
会
の
教
育
番
組
と
し
て
テ
レ
ビ
和
歌
山
で
放
映
さ
れ

る
。
先
進
地
視
察
（
新
旭
町
）
が
定
着
す
る
。
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
龍
神
村
）
で
研
究
報
告
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
和
歌

山
大
学
主
催
の
「
地
域
発
展
学
習
セ
ミ
ナ
ー
」
と
併
催
し
、
高
・
大
・

地
域
連
携
の
先
進
モ
デ
ル
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

⑤
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
度
、
新
た
な
発
展
へ
の
転
換
の
年
。

山
口
校
長
が
退
職
し
、
実
宝
校
長
・
井
上
教
頭
が
着
任
す
る
。
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
部
分
的
再
編
成
と
ア
ラ
カ
ル
ト
講
座
の
新
設

を
行
う
。
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
事
務
局
が
強
化
さ
れ
る
。
粉
河
町
を
含
む
五

町
合
併
で
「
紀
の
川
市
」
が
誕
生
す
る
。
大
学
生
・
院
生
と
地
域
住

民
の
参
画
が
拡
充
す
る
。
先
進
地
視
察
（
脇
町
）
を
継
続
す
る
。
商

工
会
主
催
の
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
に
参
画
、
大
き
な
役
割
を
果
た

す
。
障
害
当
事
者
の
参
画
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
民
間
専
門
家
と
の
交
流
が

広
が
る
。
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
高
校
生
を
は
じ
め
研
究

発
表
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
ま
る
。

そ
し
て
、
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
度
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
に
「
教
師
の
卵
」（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）
が
新
設
さ
れ
、
ア
ラ
カ

ル
ト
講
座
に
は
「
城
郭
」、「
陶
芸
」
が
新
設
さ
れ
る
。
全
体
と
し
て
、

高
校
一
年
生
の
活
躍
も
目
立
ち
、
和
歌
山
大
学
の
学
生
・
院
生
は
、

教
育
学
部
・
シ
ス
テ
ム
工
学
部
に
経
済
学
部
も
加
わ
る
。
初
め
て
粉

河
寺
門
前
で
オ
ー
プ
ン
・
カ
フ
ェ
を
企
画
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
Ｋ

Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
発
信
す
る
。
先
進
地
の
ま
ち
づ
く
り

学
習
視
察
を
県
内
（
湯
浅
町
、
紀
美
野
町
）
で
実
施
し
、
交
流
す
る
。

学
習
場
所
に
和
歌
山
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
活
用
す
る
な
ど
、
高
大
地

域
連
携
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
が
り
を
見
せ
た
。

さ
て
、
山
口
先
生
と
の
出
会
い
か
ら
大
学
側
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
の
仕
事
を
し
て
き
た
立
場
か
ら
、「
こ
れ
か
ら
の
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

塾
」
の
課
題
を
提
案
し
て
お
き
た
い
。
昨
年
度
の
研
究
報
告
書
に
お

い
て
提
起
し
た
こ
と
が
必
要
十
分
に
達
成
さ
れ
て
は
い
ま
い
。
基
本

認
識
は
不
変
で
あ
る
が
、「
新
し
い
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
」
の
戦
略
ポ
イ
ン

ト
を
焦
点
化
し
て
は
ど
う
か
。

テ
ー
マ
は
「
幹
を
鍛
え
、
根
を
土
に
張
る
」
―
学
び
の
主
体
の
意

欲
的
参
画
と
地
域
づ
く
り
の
共
同
学
習
の
構
築
―
で
あ
る
。

１�　

共
同
学
習
の
展
開
に
は
、
共
同
の
運
営
主
体
、
事
業
主
体
が
必

要
で
あ
る

昨
年
度
は
い
ま
い
ち
機
能
し
切
れ
な
か
っ
た
が
、
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
企

画
運
営
委
員
会
を
定
例
化
し
、
参
画
体
験
型
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
位
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置
づ
け
る
。

２�　

高
校
生
と
大
学
生
・
院
生
の
相
互
交
流
を
発
展
さ
せ
る
。

３�　

地
域
住
民
の
参
画
と
役
割
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
。
住
民

は
お
客
様
で
は
な
い
。
地
域
に
役
立
ち
、
地
域
に
育
て
ら
れ
る
Ｋ

Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
こ
そ
高
・
大
・
地
域
連
携
の
真
の
姿
で
あ
る
。

４�　

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
と
ア
ラ
カ
ル
ト
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
を

精
選
す
る
。

５��　

井
の
中
の
蛙
に
な
ら
ず
、内
外
の
先
進
地
と
交
流
を
促
進
す
る
。

第
四
七
回
社
会
教
育
研
究
全
国
集
会
の
分
科
会
「
地
域
づ
く
り
と

高
校
生
の
学
び
、
高
・
大
・
地
域
連
携
」
を
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
を
会
場
に

開
催
す
る
。

第
二
三
分
科
会　
「
テ
ー
マ　

地
域
づ
く
り
と
高
校
生
の
学
び
、

高
・
大
・
地
域
連
携
」

【
概
要
】 

人
が
育
ち
、
地
域
を
創
る
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
視
座

か
ら
、
先
進
的
な
高
・
大
・
地
域
連
携
の
実
践
に
学
び
あ
う
。
特
に
、

高
校
生
の
主
体
的
参
画
と
地
域
づ
く
り
学
習
の
可
能
性
を
探
る
。
会

場
は
、
粉
河
高
校
を
予
定
し
、
現
地
で
研
究
協
議
と
交
流
を
図
る
。

報
告
は
、
①
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
「
ま
な
び
の
郷
」
と
地
域
づ
く
り
学
習
、

②
高
知
県
の
四
万
十
楽
舎
と
「
幡
多
に
大
学
を
つ
く
る
会
」
の
実
践
、

③
高
知
県
黒
潮
町
の
大
方
高
校
を
拠
点
と
し
た
地
域
生
涯
学
習
。
地

域
に
根
ざ
す
社
会
教
育
創
造
に
挑
戦
す
る
元
気
の
出
る
分
科
会
に
し

た
い
。 

（
世
話
人　

堀
内
秀
雄
、
山
口
裕
市
、
上
野
景
三
、
内
田
純
一
、
山

下
正
寿
、
畦
地
和
也
、
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
の
み
な
さ
ん
）

６　

情
報
発
信
と
五
周
年
記
念
誌
の
発
行
を
検
討
す
る
。

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
新
た
に
構
築
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

機
能
の
共
有
化
を
図
る
。
さ
ら
に
、『
ま
な
び
の
郷
・
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾

の
歩
み
』（
仮
称
、五
周
年
記
念
誌
）
の
編
集
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
計
画
は
、
あ
く
ま
で
私
案
で
あ
り
企
画
運
営
委
員

会
で
議
論
さ
れ
、
意
思
統
一
が
さ
れ
て
こ
そ
意
味
を
持
つ
。
そ
の
私

の
思
い
は
、
昨
年
度
の
報
告
書
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て

い
る
の
で
参
考
資
料
と
し
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

・
・
・
ま
ず
第
一
に
、「
土
」
と
は
地
域
（
資
源
）
そ
の
も
の
で

あ
る
。
真
の
高
・
大
連
携
は
高
・
大
・
地
域
連
携
へ
の
発
展
に
目
標

共
有
す
る
こ
と
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
こ
そ
、
高
・
大
・

地
域
の
各
構
成
体
が
自
己
改
革
を
遂
げ
、
高
・
大
、
高
・
地
域
、
大
・

地
域
の
連
鎖
価
値
が
生
ま
れ
、
高
・
大
・
地
域
の
相
乗
効
果
が
形
成

さ
れ
る
。
地
域
の
中
に
高
校
、
大
学
が
存
在
す
る
と
い
う
概
念
で
も

あ
る
。

第
二
に
、「
幹
」
と
は
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
の
「
地
域
を
創
る
学
び
」
の

構
造
お
よ
び
組
織
運
営
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
る
。学
び
の
構
造
に
は
、
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魅
力
あ
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
と
楽
し
い
柔
軟
な
学
習
方
法
の
開

発
が
組
み
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
組
織
運
営
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
は
、
高
・
大
・
地
域
を
構
成
す
る
当
事
者
が
自
主
的
、
民
主

的
に
対
等
か
つ
協
働
で
運
営
に
参
画
す
る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
る
。

第
三
に
、「
花
」
と
は
学
習
者
ニ
ー
ズ
の
実
現
と
自
己
変
容
、
さ

ら
に
は
各
構
成
体
の
内
発
的
改
革
の
促
進
で
あ
る
。

第
四
に
、「
果
実
」
と
は
地
域
の
教
育
力
・
文
化
力
の
形
成
を
も

と
に
、
自
治
的
か
つ
個
性
的
な
地
域
づ
く
り
へ
と
集
約
さ
れ
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
種
子
が
土
に
還
り
、
新
た
な
新
芽
を
生
み
出
し

て
い
く
。
こ
の
循
環
の
中
で
、
高
・
大
・
地
域
連
携
を
靱
帯
と
し
た

「
ヒ
ト
が
育
つ
地
域
」
と
「
地
域
を
創
る
学
び
」
が
構
造
化
さ
れ
、

豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
土
壌
が
耕
さ
れ
て
い
く
。

そ
こ
で
、
近
未
来
の
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
を
構
想
す
る
指
針
の
た
た
き
台

と
し
て
、
い
く
つ
か
の
改
善
課
題
を
提
起
し
て
、
関
係
者
相
互
の
議

論
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
学
び
の
構
造
」
に
つ
い
て
は
、
楽
し
い
参
加
体
験
型
学
習
で
あ
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
方
式
を
主
流
と
す
る
基
本
構
造
は
継
続
す

る
。
た
だ
、
検
討
す
べ
き
課
題
も
存
在
す
る
。
①
そ
の
実
地
学
習
と

研
究
発
表
会
の
前
後
に
現
代
的
研
究
成
果
や
理
論
総
括
を
柔
ら
か
く

配
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
②
そ
れ
を
ア
ラ
カ
ル
ト
講
座
の
一
部
と

連
関
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
③
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
の
過
程

で
塾
生
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
へ
の
参
画
を
さ

ら
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

「
組
織
運
営
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
に
つ
い
て
は
、
年
々
工
夫
さ
れ
て
き

て
い
る
も
の
の
課
題
は
多
い
。
①
企
画
運
営
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

委
員
会
を
明
確
化
し
、
そ
の
ブ
ラ
ン
チ
と
し
て
ワ
ー
キ
ン
グ
ご
と
の

小
委
員
会
を
位
置
づ
け
る
。
②
大
学
生
・
院
生
・
粉
河
高
校
卒
業
生

の
参
画
を
全
ワ
ー
キ
ン
グ
に
拡
大
す
る
。

③
地
域
住
民
の
潜
在
力
を
意
図
的
に
顕
在
化
さ
せ
て
い
く
。ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
、
協
働
を
強
化
す
る
。
④
紀
の
川
市
誕
生
を
契
機

に
、
ま
ち
づ
く
り
行
政
・
教
育
委
員
会
・
周
辺
高
校
・
近
畿
大
学
・

県
立
看
護
学
院
な
ど
社
会
資
源
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
。
⑤

情
報
発
信
に
注
力
す
る
。
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
。
独
自
の

広
報
活
動
（
仮
称
「
瓦
版
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
通
信
」）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

最
大
活
用
し
て
受
発
信
力
を
高
度
化
、
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
の
紹
介
Ｐ
Ｒ
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
。
⑥
県
内
外
の
高
・
大
・
地
域
連
携
事
例

や
ユ
ニ
ー
ク
な
「
ま
ち
づ
く
り
塾
」・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
交
流
を
図
る
。

ゆ
っ
く
り
熟
成
し
て
い
け
ば
い
い
、
と
考
え
て
い
る
。
継
続
は
力

で
あ
る
。
だ
が
、
惰
性
や
マ
ン
ネ
リ
に
陥
れ
ば
疲
弊
す
る
。
Ｋ
Ｏ
Ｋ

Ｏ
塾
の
温
も
り
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
楽
し
い
挑
戦
を
続
け
よ
う
！
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四　

高
大
地
域
連
携
の
新
た
な
公
共
的
視
座

①
高
大
連
携
の
意
義
と
類
型　

高
大
連
携
は
、
高
校
と
大
学
が
双
方
の
資
源
を
活
か
し
て
連
携
す

る
教
育
活
動
の
総
称
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
義
は
、

教
育
活
動
の
充
実
と
構
成
員
の
学
習
意
欲
の
開
発
を
含
む
高
大
の
組

織
運
営
改
革
を
促
し
、
新
し
い
学
び
の
場
の
発
見
と
創
造
を
実
現
す

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

高
大
連
携
の
類
型
は
、
五
つ
に
分
類
さ
れ
る
―
ⅰ
文
部
科
学
省
の

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
モ
デ
ル
、
ⅱ
そ
れ
に
準
じ
た
都
道
府
県
立
高
校

の
モ
デ
ル
事
業
、
ⅲ
大
学
主
導
型
高
大
連
携
事
業
、
ⅳ
特
定
高
校
と

特
定
大
学
と
の
連
携
事
業
、
ⅴ
教
科
学
習
の
研
究
型
高
大
連
携
実
践

―
（
北
海
道
大
学
、
姉
崎
洋
一
教
授
）。

姉
崎
教
授
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、

そ
の
連
携
実
践
を
高
校
・
大
学
と
地
域
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
事
業
と
規
定
し
、
六
つ
目
の
類
型
と
し
て
新
た

に
付
加
し
た
。

②
地
域
連
携
の
視
座
か
ら
問
わ
れ
る
大
学
の
役
割

二
月
一
九
日
、
中
央
教
育
審
議
会
は
「
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く

生
涯
学
習
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
」
～
知
の
循
環
型
社
会
の
構
築
を

目
指
し
て
～
を
、
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
た
。
ま
た
、
文
部
科
学

省
は
、
平
成
二
〇
年
度
所
管
予
算
（
案
）
の
中
で
、「
新
た
な
状
況

変
化
に
対
応
し
た
大
学
改
革
の
推
進
」
施
策
を
重
視
し
、
地
域
振
興

の
核
と
な
る
大
学
の
構
築
を
掲
げ
大
学
間
連
携
に
お
い
て
「
戦
略
的

大
学
連
携
支
援
事
業
」
も
創
設
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
の
精
神
は
、

高
大
地
域
連
携
事
業
に
応
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
知
の
循
環
型
社

会
・
地
域
振
興
の
核
と
な
る
大
学
の
創
造
は
、
い
ま
や
政
策
的
要
請

と
い
え
よ
う
。

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
塾
「
ま
な
び
の
郷
」
の
実
践
は
、
上
記
の
視
座
に
よ
る

先
駆
的
事
例
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
力
と
地
域
発

展
の
学
び
の
共
同
化
を
創
る
営
み
で
あ
る
。
高
校
・
大
学
・
地
域
が

保
有
す
る
教
育
研
究
資
源
を
有
効
活
用
し
、
地
域
・
文
化
の
再
生
・

振
興
へ
と
貢
献
で
き
る
。

い
ま
、
地
方
国
立
大
学
法
人
は
、
危
機
と
発
展
の
大
き
な
分
岐
に

存
在
し
て
い
る
。
試
さ
れ
て
い
る
の
は
、
教
育
・
研
究
・
地
域
連
携

を
統
合
し
た
大
学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
能
力
だ
。
そ
の
ひ
と
つ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
と
し
て
、
地
域
連
携
か
ら
高
大
連
携
を
見
直
す
視
座
は
、
き
わ

め
て
有
用
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
学
が
社
会
に
貢
献
す
る
新
し
い
ス

タ
イ
ル
で
あ
り
、
高
校
・
大
学
・
地
域
の
内
発
的
変
革
を
共
同
事
業

化
す
る
こ
と
で
、
知
の
循
環
型
社
会
を
地
域
に
構
築
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
道
で
も
あ
ろ
う
。


